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第14回ＪＡＢＡスポニチ福島支局杯社会人選抜野球大会

祝 3連覇
◇◆試合結果◆◇

準決勝 VS ALL北嶺（５対２）
決 勝 VS FKC（１３対３）

エフコムＢＣ 中島 周作 監督兼内野手、最高殊勲選手賞の小川 佳斗 投手と首位打者賞の
島津翔 内野手より大会のコメントをいただきました！

中島 周作 監督兼内野手
今回JABAスポニチ福島支局杯社会人選抜野球大会において、たくさんのご声援頂きありがとうございまし

た。多くの方々に球場に足を運んで頂き、大会を優勝出来たことを嬉しく思っております。久しぶりに優勝
し、サポーターの方々と一緒に記念撮影することができ良かったです。多くの選手が、練習の成果を発揮し
てチーム一丸となり掴んだ優勝だったと思います。 10月に今シーズン最後の大会があります。今後とも、応
援宜しくお願い致します。

小川 佳斗 投手
今大会においても、猛暑の中球場に足を運んでいただき沢山のご声援、誠にありがとうございました。

春の都市対抗1次予選以来となる優勝ができ一安心しております。自分自身も今年はチームの勝利に貢献で
きておりませんでしたので、今大会少しは貢献でき良かったです。
今回の結果で満足することなく、来年の都市対抗2次予選やクラブ選手権に向けてさらにレベルアップし

ます！期待していてください！！

島津 翔 内野手
いつも熱いご声援ありがとうございます。今季は1番に立たせて頂く事が多いですが、後続に控える選手達

が頼もしい方々ですので、後ろに繋げる事だけに集中して打席に臨みました。結果として優勝に貢献できた
こと、とても嬉しく感じております。残すひとつの大会もチーム力を結集し、最高の形で締めくくれるよう
に精進します。今後ともご支援・ご声援の程よろしくお願い致します。
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準決勝 ＶＳ ALL北嶺

高野 光輝 選手
捕手/出身校：聖光学院高校 ⇒敬愛大学

1回表の守備、先頭打者がヒット、エラーとフォアボールで無死満塁。打ち取った当りが1塁後方に落ちるタイムリーヒットとス
クイズを決められて2点を先行される。
3回裏に1点を返して反撃を狙う5回は、好守備で相手の得点機会を切り抜け攻撃に移ると、岩崎選手、島津選手のヒットと盗塁

で2死2・3塁のチャンスを作る。ここで2番松嶋選手が低めの変化球に上手く対応しライトへの2点タイムリーヒット。松嶋選手の
盗塁後、八百板卓丸選手がレフト前に運び計3点を奪って試合をひっくり返した。6回もスリーベースで出塁した伊藤選手を高野選
手がヒットで迎え入れて3点のリードとする。2回以降は、小川投手がピンチも無難に切り抜けて7回を完投。5対2で決勝戦に駒を
進めた。

島津 翔 選手
内野手/出身校：聖光学院高校 ⇒国士舘大学

小川 佳斗 投手 ＜先発＞
投手/出身校：八戸学院光星高校 ⇒ 八戸学院大学

松嶋拓郎 選手
内野手/出身校：文星芸大付属高校⇒仙台大学
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ご声援ありがとうございました！

決勝 ＶＳ FKC
決勝戦はエフコムベースＢＣが持ち味を存分に発揮した試合となった。1回裏、八百板卓丸選手、八百板飛馬選手、渡邉翼選手

高野選手のツーベースヒットを含む打者一巡の猛攻で5点を先取し、試合の主導権を握った。
守備では先発の佐藤一希選手が3イニング、後を受けた芳屋選手が2イニングを計3失点にまとめた。佐藤一希選手は低めへの変

化球のコントロール、芳屋選手は課題のクイックモーションでの投球を行い、目先の一勝に加えて「未来の自分」に向けて試行錯
誤する姿が印象に残った。打線は今大会首位打者の島津選手を筆頭に、高野選手、武藤選手らもパフォーマンスを発揮。5回裏に
は伊藤選手のタイムリー、代打の大河内選手の放ったライトオーバーの当りが10点差の打点を記録し、13対3のコールドで試合を
決めた。メンバーそれぞれが夏の練習の成果や足を絡めた攻撃を披露し、本大会3連覇で優勝を飾った。

佐藤 一希 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大学付属札幌高校 ⇒八戸学院大学

芳屋 快 投手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：能代松陽高校 ⇒ 福島大学

八百板 卓丸 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

渡邉 翼 選手
内野手/出身校：聖光学院高校


